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Ⅰ 特定行為研修の概要 

 

看護師特定行為研修について 

 特定行為研修は、看護師が手順書により特定行為を行う場合に特に必要とされる実践的な理解力、思考力及び判断力並

びに高度かつ専門的な知識及び技能の向上を図るための研修である。 

 

＜研修目的＞  医師の包括的な指示のもと、診療の補助（特定行為）が安全かつ医療倫理に基づき実施できる基礎的能力

を養う。  

  

＜研修目標＞  

１） 多様な臨床場面において、重要な病態の変化や疾患を包括的にいち早くアセスメントする基本的な能力を身につける。  

２）多様な臨床場面において必要な治療を理解し、ケアを導くための基本的な能力を身につける。  

３）多様な臨床場面において患者の安心に配慮しつつ、必要な特定行為を安全に実施する能力を身につける。  

４）自らの看護実践を見直しつつ、標準化する能力を身につける。  

５）医師の指示のもと、手順書により身体所見、検査所見、画像所見が医師から指示された病状の範囲であることを確認

し、安全に特定行為を行えるようになる。  

６）手順書案を作成し再評価、修正できる能力を養う。  

７）医師から手順書による指示を受け、実施の可否を判断するために必要な知識を学ぶ。  

８）実施・報告の一連の流れが適切に行える。 

９）問題解決に向けて多職種と効果的に協働する能力を身につける。  

 

 

１．研修内容 

１）履修科目 

 ①共通科目 

Ｎｏ 科目名 時間数 

１ 臨床病態生理学 ３０時間 

２ 臨床推論 ４５時間 

３ フィジカルアセスメント ４５時間 

４ 臨床薬理学 ４５時間 

５ 疾病論・臨床病態論 ４０時間 

６ 医療安全学 
４５時間 

７ 特定行為実践 

小   計 ２５０時間 

  ＊共通科目は、講義・演習（ｅ-ラーニング）、実習で構成されます。時間数には試験時間を含みます。 

 

 

  ②区分別科目： 

Ｎｏ 特定行為区分 特定行為 時間数 

外
科
術
後
病

棟
管
理
領

域
・
橈
骨
動

脈
ラ
イ
ン
の

確
保 

１ 呼吸器（気道確保に係るもの）関連 経口用気管チューブ又は経鼻用気管チ

ューブの位置の調整 
９＋５症例 

２ 呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 侵襲的陽圧換気の設定の変更／非侵襲

的陽圧換気の設定の変更 

17＋（５症

例×2） 
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３ 呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 気管カニューレの交換 8＋５症例 

６ 胸腔ドレーン管理関連 低圧胸腔内持続吸引器の吸引圧の設定

及びその変更／胸腔ドレーンの抜去 

13＋（５症

例×2） 

７ 腹腔ドレーン管理関連 腹腔ドレーンの抜去（腹腔内に留置され

た穿刺針の抜針を含む。） 
8＋５症例 

９ 栄養に係るカテーテル管理（中心静脈カ

テーテル管理）関連 

中心静脈カテーテルの抜去 
7＋５症例 

10 栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型

中心静脈注射用カテーテル管理）関連 

末梢留置型中心静脈注射用カテーテル

の挿入 
8＋５症例 

12 創部ドレーン管理関連 創部ドレーンの抜去 5＋５症例 

13 動脈血液ガス分析関連 直接動脈穿刺法による採血 

橈骨動脈ラインの確保 

13＋（５症

例×２） 

15 栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 持続点滴中の高カロリー輸液の投与量

の調整 
11＋５症例 

18 術後疼痛管理関連 硬膜外カテーテルによる鎮痛剤の投与

及び投与量の調整 
８＋５症例 

19 循環動態に係る薬剤投与関連 持続点滴中のカテコラミンの投与量の

調整 

持続点滴中の糖質輸液又は電解質輸液

の投与量の調整 

16＋（５症

例×2） 

 

計 

123＋ 

各５症例 

 

他 

３ 呼吸器_長期呼吸療法に係るもの_関連 気管カニューレの交換 8＋５症例 

11 創傷管理関連 褥瘡又は慢性創傷の治療における血流

のない壊死組織の除去 

創傷に対する陰圧閉鎖療法 

34＋(５症例

×２) 

14 透析管理関連 急性血液浄化療法における血液透析器

又は血液透析濾過器の操作及び管理 
11＋５症例 

＊区分別科目は、講義・演習（ｅ-ラーニング）、実習で構成されます。 

   区分別科目を履修するためには、共通科目の全科目に合格していることが必要です。 

 

２）研修修了要件 

 研修科目における出席時間が当該科目時間数を満たしたうえで、各科目に定める終了試験（筆記試験・実技試験・実習

評価等）に合格すること。 

 ＊特定行為研修終了後、修了証を交付し、研修修了者の名簿を厚生労働省に提出します。 

 

３）研修期間 

 202４年 10月 1日～202５年 9月２０日 

 

４）研修場所・実習施設 

 集合研修：独立行政法人国立病院機構金沢医療センター 研修室及びスキルラボ室 

 ｅ-ラーニング・実習：独立行政法人国立病院機構金沢医療センター又は協力病院 

 

 



3 

 

５）その他 

 ①履修免除について 

他の特定行為研修指定研修機関及び S-QUE研究会® e-learning での学習内容が、本研修の学習内容に相当する 

ものと認められる場合、共通科目に限り履修免除となることがあります。出願時に書類の提出が必要となりますので、

出願前に問い合わせ先までご連絡ください。 

 ②集合研修中の宿泊先は研修生で手配してください。 
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Ⅱ 応募手続き 

 

１．受講資格 

以下のすべてを満たしていること 

１）日本国内における看護師免許を有すること 

２）看護師免許取得後、４年以上の実務経験を有すること 

３）所属施設長の推薦を有すること 

 

２．募集人員  外科術後病棟管理領域（パッケージ）、橈骨動脈ラインの確保 ２名 

      呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連  ２名 

創傷管理関連  ２名 

透析管理関連  ２名   

 

３．選考方法 書類審査・小論文（８００字程度）・面接試験 

 

４．受講申請書類 

１）受講申請書（様式１） 

 ２）履歴書（様式２） 

３）志願理由書（様式３） 

 ４）所属施設長推薦書（様式４） 

 ５）実習施設情報（様式５） 

  ※当院ホームページ 看護師特定行為研修ページから、様式をダウンロードして記入する。 

 ６）看護師免許の写し（A4サイズ） 

 ７）受講審査料 20.000円（消費税を含む）の振込を確認できる書類（利用明細書等）の写し 

 

 

 

 

 

 

  ※銀行で発行される利用明細書をもって、本件の領収書とする。振込手数料は受講生負担 

 ８）返信用封筒：受験票送付封筒に受験者の住所、郵便番号及び氏名を記入し、速達郵便額相当分の郵便切手を貼って

ください。封筒の送付先は、受験者に確実に届く住所を記入してください。 

 

 ※上記の提出書類１）～８）は返却不可 

 

５．書類提出方法 

上記４．の書類を下記担当宛に郵送する。（院内応募者は当室に持参可能） 

 

 

 

 

 

 

【振込口座】 

銀行名   北國銀行 小立野支店 

口座番号  普通預金 ３６４３２１ 

フリガナ  ドクリツギョウセイホウジンコクリツビョウインキコウカナザワイリョウセンター 

口座名義  独立行政法人国立病院機構金沢医療センター 

〒９２０-８６５０ 

 石川県金沢市下石引町１番１号 

 独立行政法人国立病院機構金沢医療センター 

   特定行為研修 受講審査係 宛 
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６．出願期間  202４年８月１日（木）～202４年８月１４日（水）消印有効 

 

７．選考試験 

 １）試験日   202４年８月２０日（火） 

         会場：独立行政法人国立病院機構金沢医療センター 大会議室他 

試験科目 試験時間 

受 付  （30分） 08：30～09：00 

オリエンテーション   （5分） 09：00～09：05 

小 論 文  （60分） 09：10～10：10 

面接オリエンテーション  （5分） 10：10～10：15 

面接（原則、受験番号の早い順で計画） 10：15～終了まで 

 ２）試験に持参するもの 

  ①受験票  ②筆記用具（鉛筆・シャープペンシルを準備してください） 

３）病院駐車場は、原則使用できません。公的交通機関で来院ください。 

 

８．選考結果 

１）合格発表日：202４年８月２８日（水） 

  ①病院ホームページに午前 10時に合格者受験番号を掲示します。 

  ②同日、合否結果を本人及び推薦者の施設長宛に通知文書を郵送します。 

   ※電話での合否の問い合わせには応じられません。 

 

９．受講手続 

 合否通知の際に、詳細の別途案内あり。 

※受講にあたっては、開講式までに別途案内する賠償責任保険に加入してください。 

 ※合格者は、次項に定める受講料を、2024年９月５日（木）までに振り込む。 

  （振込口座は合格通知の発送時に同封。） 

 

10．受講料 

所     属 受講料 

共通科目受講料 300,000円 

外科術後病棟管理領域・橈骨動脈ラインの確保 480,000円 

呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 50.000円 

創傷管理関連 100,000円 

透析管理関連 50,000円 

  ※上記の金額は税込価格。 

  ※受講料には、演習・実習費、施設料含む。 

  ※原則、教科書等の指定教材はない。（参考図書等は自己購入） 

  ※研修のための交通費等は実費負担。 

 

11．本件問い合わせ先 

 

 独立行政法人国立病院機構金沢医療センター   特定行為研修担当者 

 電話（代表）：076-262-4161 ／ Ｅ-mail：302-tokutei1@mail.hosp.go.jp 


